
　「無惨としか言いようがない現実がある　あったことを終ったことにするつもりか　あったことを
なかったことにするつもりか　おなじことをくりかえすために　いまあることをなかったことにでき
るのか」―福島第１原発から 25㌔の地に住む詩人若松丈太郎さんの最新作の一節です。事故から３
年半、今も放射能の放出と汚染水の流出が止まらず、福島県民の 12万５千人が避難生活を強いられ、
原発事故関連死者数が震災の直接死者数を超えて増え続けています。そうした中で進められる原発の
再稼働や海外への輸出策―詩人の思いに共感する人が多いのではないでしょうか。
　2015 年、広島、長崎への原爆投下から 70年を迎えます。東西冷戦の終結から四半世紀近い今も
米ロを中心に世界に１万発を超える核兵器が使用可能状態にあり、人類の生存を脅かしています。高
齢化した被爆者に残された時間が限られる中、全人類的課題である核兵器廃絶の道筋をどう切り拓い
ていくかが問われています。
　研究者として半世紀近く核問題に取り組んで来られた小出裕章さんは「核と原子力は同じものであ
り、原子力発電を進めながら核兵器廃絶はできない。核兵器をなくすためには世界中の核の被害者と
手をつなぐ必要がある」と訴えてこられました。核兵器も原発も工程は同じであり、ウランの採掘か
ら、精錬、濃縮、原発運転、再処理＝プルトニウム（兵器・核燃料両用）製造、核実験、劣化ウラン
兵器製造・使用、核廃棄物処分までのすべての過程で放射能汚染と被曝が避けられません。
　被爆 70年を迎えるにあたり、核のない世界をどう実現するか、小出さんとともに考えましょう。


